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ＨＴ２９１００     マイナス１００度の世界~小さな有機分子と色の関係式~ 

  開 催 日： 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

  実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生： 

           

関 連 ＵＲＬ： 

平成２９年８月９日（水）、２８日（月） 

北里大学 

（相模原キャンパス） 

内山 洋介 

（理学部化学科・助教） 

小学生５,６年生 ９名、中学生 ２６名、 

高校生 ５名 

https://www.kitasato-u.ac.jp/sci/news/eve

nts/n20170601.html 

	 

【実施内容】 

＜実施の目的と実験＞ 

 本プログラムでは、有機化学の研究で実際に使われる「マイナス１００度」の温度条件を小・中学生、高校生

に体験してもらい、有機典型元素化学の研究の一端を知ってもらうことを目的とした。 

実験① 「マイナス１００度の世界」を作る実験：ジュワー瓶の中で、エタノールに液体窒素を少しずつ入れ、ガ

ラス棒でかき混ぜて実際に参加者に「マイナス１００度の世界」を作ってもらった。 

実験② 「マイナス１００度の世界」のドライアイス観察実験：室温では不安定な化合物が、低温度条件では、

安定に存在することを理解してもらうために、「マイナス１００度の世界」の中にドライアイスを入れて、そ

の様子を室温のエタノール中のドライアイスの状態と比較した。 

実験③ 「マイナス１００度の世界」の有機分子の色の変化を観察する実験：「マイナス１００度の世界」では、

室温よりも反応が遅くなることを色の変化を見ることで知ってもらうために、アリザリンの色の変化を観

察した。また、中学生・高校生を対象とした１日目では、反応条件によって色の変わる化合物を知っても

らうためにビアントロンの色の変化を室温と低温で観察した。 

＜当日のスケジュール＞ 

 本企画は、２日間とも同一のスケジュールで行われたが、１日目は、中学生・高校生用に実験③では、２つ

実験を行い、２日目の小学生・中学生用に実験③では、１つ実験を行った。 

 10:30~11:00 受付 (北里大学相模原キャンパス、L１号館３２教室前) 

 11:00~11:20 開講式：挨拶、オリエンテーション、科研費の説明 

 11:20~11:30 休憩 

 11:30~12:15 講義：「マイナス１００度の世界で起こる自然現象について」 

 12:15~13:15 昼食 (L1 号館２階学生食堂)、移動 

 13:15~13:45 研究室の説明（L１号館３２教室）と見学（S 号館４０５号室） 

 13:45~14:15 実験①：「マイナス１００度の世界」を作る実験 

 14:15~14:45 実験②：「マイナス１００度の世界」のドライアイス観察実験 

 14:45~15:15 休憩：軽食、お茶（S 号館４０７号室前廊下） 

 15:15~16:00 実験③：「マイナス１００度の世界」の有機分子の色の変化を 

          観察する実験 

 16:00~16:30 修了式：アンケート記入、未来博士号授与式、集合写真 

 16:30       終了・解散 

＜プログラムを留意、工夫した点＞ 

１） 安全面：企画中に事故や怪我が無いように、実験には危険が伴うことを実施代表者の体験を交えながら

事例を講義中に説明した。実験中は、指導員の注意を良く聞き、勝手な行動はしないよう呼びかけた。 

２） 理解面：小・中学校、高校では習っていないことが出てくるため、参加者に講義資料を送付し、実験の内

容を事前に確認してもらった。この資料に基づいた化学の知識を使い、平易な言葉で説明した。 

３） サポート面：今回の企画は、日本学術振興会の研究成果の社会還元・普及事業の一環であることと相模

原市教育委員会の後援によるものであることを説明した。 








